
　展示のテーマを決めるためには、総合情報館にどのような資料があるの
かを、普段の資料整理などを通じて把握しておく必要があります。テーマに
沿った資料が収蔵されていなければ、展示を行うことができないため、テー
マ先行ではなく、資料先行で考えます。
　（「芳賀町と文学」に関しては、以前から調査を進めており、資料数の増加と資
料整理の進展により、展示できる水準に達したことから開催を決定しました。）

① テーマを決める

　テーマに沿った資料を、目録を見て選び、実際の資料を調査します。目録
の精度が低いと、重要な資料を見落とす可能性があるため、注意が必要です。
また、展示したくても、虫食いや損傷など状態の悪い資料は展示できない場
合があるため、必ず現物を確認することが大切です。目録で選び出した後、
現物を確認して、展示できないものを除いていきます。

② 資料の選定

　資料の選定と並行して、展示のレイアウトを検討します。資料の大きさを考慮しながら、展示ケースの
配置・各ケースへの資料の割り当て・展示の順番を決めていきます。

③ レイアウトを決める

　資料の内容を調査し『芳賀町史』などの文献を参考にしながら、解説文・
キャプションを執筆します。大きなパネルは、大型プリンターで印刷し、発
泡スチレンパネルに貼ってカットします。資料そのものをパネルにする場
合は、写真撮影を行い、パネルを作製します。

④ パネルの作製

植物を描く 五百城文哉に学んだ福田たねの描いた草木
い お き ぶんさい

五百城文哉《高山植物写生図　イチリンソウ》 個人蔵（水戸市立博物館寄託）

五百城文哉（1863-1906）とは
い お き ぶんさい

企画展

10月17日（土）～11月29日（日）期　間

9：30～17：00
（土日祝日は9：00～17：00）

総合情報館 展示室2

観覧時間

　幕末に水戸（茨城県）藩士の子として生まれ、上京して高橋由一や
小山正太郎に西洋の絵（洋画）を学んだ画家です。29歳から日光に
住み、画家の小杉放菴や福田たねなどに洋画を教えました。植物愛
好家としても知られ、植物学者の牧野富太郎をはじめとする多くの
文化人や画家と交流しました。
　長年、埋もれた画家として注目されることはありませんでしたが、
近年、その作品が国内外で高く評価されています。特に植物画は、日
本のボタニカルアートの先駆的作品と言われています。

場　所

無料観覧料

　レイアウトに沿って展示ケースを配置し、資料・キャプションを
設置します。解説パネルは、虫ピンで壁に固定し、展示室内の照明を
調整して完成です。

　企画展の場合は、この他にチラシやポスターの作製・発送・図録の執筆・編
集が必要です。他館や個人所蔵者から資料を借用する場合は、事前に協力を依
頼し、資料調査・所定の手続きを経て借用します。借用資料によっては、専門の
運搬業者に輸送・設置をお願いすることがあります。

⑤ 設営

博物館編

今回は、文書館の仕事の
中から展示ができるまで
の流れを紹介します！

企画展を観に来ませんか？ 文書館編 テーマ展「芳賀町と文学」を開催するまで

展示内容
　植物をテーマに、町出身の女性画家・福田た
ねの作品と、たねの師であり、没後120年とな
る五百城文哉の植物画を紹介します。　

関連事業
担当学芸員によるギャラリートーク
①10月24日（土） 11：00～（20分程度）
②11月15日（日） 11：00～（20分程度）

今年もやります！
「学芸員のとっておき
　　ミニギャラリートーク」
　芳賀チャンネルで、企画展資料の一部を
紹介します。今回の展示で特に注目してい
ただきたい作品について、学芸員が詳しく
解説します。
放送開始時期：11月上旬

M

A

「芳賀町と文学」
期間：12月27日（日）まで
時間：9：30～17：00
　　　（土日祝日は9：00～
　　　17：00）
場所：総合情報館　展示室１
料金：無料

テーマ展
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